WOMEN'S STYLE OF DRESS SEEN IN THE FINE ARTS OF GOTHIC PERIOD by 林田, 喜美子
阪市大家記・第8巻 (19ω) - 37ー
ゴシ ック時代の美術にあらわれた女性の服装
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西洋中世紀の時代区分は一般に4世紀から14位紀迄と考えられるが，との間を更に分けて9世紀
頃から11世紀頃迄を Romanesque期とし，それから14世紀頃迄を Gothic期と区分されている。
中世紀を通じて社会文化ぽ，全〈キリスト教の支配下におかれたキリスト教的社会であり，キ
リスト教文化を醸成し，従って美術もとれと殆ど軌をーにしている。叉社会経済的構造から見ると
農民と地主から成立っている所謂完全君主封建社会であったとも云える。{り
写真や印刷技術の発達は，まだ50年前には縁遠かったヨーロッパ中世の芸術をも我.k!Z:親しみ深
いものに変えつつある。本稿は中世特に Gothic時代の女性の服装について美術作品を特にとり
あげ，その時代の服装について，若干検討を加えたものである。
E 
中世の美術は教会建築にその主眼が置かれ，絵画や彫刻等は建物の附属物であるかの様に考えら
れた時代である。中世:の美術の創作理念は古代の芸術理念、と，か君主り趣を異にしていて，単君主る古
代の芸術の継承では君主かった。例えばギリシャの芸術意志は，美しい人体彫刻の数.k!Z:見られる様
に経験的たものであって，ギリシャ人は美術の中でも特に彫刻jに巧みであったが，一鍛!Z:中世人の
芸術意志は強い神への信仰がもたらしたととるの超経験的 ・象徴的なもので，それが中世美術の大
きい特色と放っている。 ζの様'Jt.考え方から，今世紀に始っ?と抽象絵画 ・前衛美術等は中世美術と
一脈通じるものがあると云う事が出来る。
我k被服文化に関心を持つ者としては中世美術，特に今回はその中で Gothic時代の被服にそ
の美しさを発見し，中世人の被服美に対する考え方を理解し，味わいたいと考えるのである。
Gothic時代は主として建築K於て unique 君主ものが見られ，被服美を強調して表現したもの
は余り数多くは見られ君主いのでるるが，その中で当時の著名主主絵画彫刻作品から特に興味深〈感じ
られるものを選択して，たるべく年代順に，服装史上の形態の変化及びその特色を考えてみるとと
にした。
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第 1図 シパの女王(2) (部分)
との彫像は円柱像の細長い全身であるが， “TheMode in Costume"英他【3)に拠れば，とれは
裾の長い衣服で当時プリオー (bliaud)と呼ばれたものでる
る。袖口は細かい鋸型 (dagged)にたっていて，布地自身も既
tcギリシャ時代から用いられていた細かい裳の嫌に鍛付けされて
いる。装飾的君主簿い布地であるらししその鍍の流れが非常にす
っきりした垂直線であって，との彫刻は優美た感じを与える。
円柱像は2本の垂直棋の聞に身休を押込めた検定E形をした，超
自然的君主表現で，紫朴ではあるが表情その他に Romanesque
から徐k に Gothicに近づきつつある人間的感情の表現が少し
感じられる。髪を長〈一方づつを更に二条に分けて，紐でからみ
合せて下げたもので，胸元の非常に大きいブローチ (brooch) 
や冠 (coronet)には女王らしい威厳も感じられる。第 1図 シパの女王(部分〉
第2図|日 約人像{の
ζの作品は教会の正面に飾られた人像の代表的たもので，その costumeは矢
張り第1図と同様 bilaudと考えられ，袖は長〈胴のあたりは巾広の帯状のものを
まとい，胸の軽いゆとりが長い3つ編みの髪と調和している。
ζの bliaud はイタリヤの東方のグノレマティア地方から出て.3 i世紀頃からロ
ーマにも入ヲて来?とととろの dalmatica から，変化して出来たゆったりした衣
服で，古代エジプトの tunic と略k 同じ形式
の長衣である。
第3図 ナウムプルグのウタの像
第3図 ウタ の像 (S】
との作品は厚い毛織の外套 (mantle)を纏
いその衿元の感じは，現代の婦人服のwinged
collar tcよく似ている。との頃の衣服は blia-
udが精衰えて，之に代って全体が少し tight
になった cotが用いられていが，との像も
mantleの下にcotを着用し，大きい brooch
で飾られている。頭髪は coronetと中世特有
のウインプル (wimple) という布で整えら
れ.mantle は胸のあたりで横線で支えられて
いて妃らしい気品があるe
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第4図基督マツダ レナに現わるる
図的 ジオット作
Cotを若F脅して mantle を頭から
被っているが.mantleは半円形のも
のであると考えられる。下に着ている
cotの袖口や mantleの周囲には，
紀元前からエトルリア人が縁飾りにつ
けていて， ローマの togaにもついて
いる縁取り (border)の刺繍がと ζ
でも美しいt契機を摘さ出しているe
第 5図聖告げ】(郷分〉
シモーネ・マJレティ ーェ
第4図 l&fIマヲダレナにあらわるる図 ジオット
左の作品はマリヤが天使に
受!治を告げられてJ縫いている
有機や感情が，姿勢や衣服の
線にも表現されていて，黄金
色を背景にしてマリヤの滋青
色の mantleと赤色の裾の
長い cotが美しい対照を見
せ，borderの刺繍が美しい
効果を挙げている。
第6図主妃(8) イサボー
ド・ノ、ヴペ エール ジャン
-ド・カンプレー作
宕図の脇の君主い版k士side-
lessgownと呼ばれ，下I'C (~ 
着用しているコグノレディ 第S図王妃イサボー ド・ハ
第5図 塑告(部分〉シモーネ・マルティーι (cottardie)の宝石全与をち ヴィエサレポアテ 4エ宮殿
りばめた腰の務与が，身体の美しい線と cottardieの立派さを表現する様に出来ている。衿も大き
くるけられ lowneck にたうていて，髪は金五条等で編んだ筒形をした袋の中に収められていて，
全体に豊か滋和やかな感じがあらわれている。
第 7図天使め フラ・アシジスリヨ作
との作品t.t作者が僧侶である為に着・衣のモデルしか綾かず，従守て衣服を特I'L念入りに工夫して
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描いているが，との刺綿入りの服は surcotであると考えられ
る。胴のととろは belt によって支えられて，ブラウクング
(blousing)になっていて，認の脇には slitがるり，下に着
ている美しい cotが見える。衿元政精 lowneckでmantle
は紐で支えられ，金色の border や桜棟の刺繍等が仲A 豪華
で量うる。
第B図 女性の肖像
第8図女性の肖像{問
左の作品lま Gothic も終りに近く，
waistの位置が次第K高く君主った
high waist gownと呼ばれる robe
を着用している女性像で，長い裾は前
方で引上げる様にして着付け，頭飾り
はhenninと呼ばれる異様に高いもの
を被っている。 “Dressingthe Part" 
によれば布地の織方や種類も，ζの時
代には進歩して被服材料が豊富にた
第7図 天使 フラ・アンジュリコ
り，絹 .brocadeや毛皮や宝石等の使
用で衣服は芸華麗なものにたってゆ〈傾向でるる。
E 
以上の諸作品について考えて見ると. Gothicを通じて女性の服装の著
しい特色は大要次の様に指摘する事が出来る。
(1) 中世tを一貫した宗教的理念，超越的心情に基いて，中世キリス ト教の肉体の露出を極度に嫌
うという風習がかたり厳しく墨守された議である。
即ち作品第 1.2. 3. 4. 5図K於て示めされた様ι いづれも全身を包みかくす形式の衣服でaう
って.dalmatica から変化した bliaud. そして更~ cot といづれもとの特色を持っている。叉頭
飾り等は wimple等の犠K包み込む形式のものが， との系列に入る。
(2) Gothicの女性の服装は例5.6. 7. 8図の畿に，被服の輪郭は安定感のある形を示めし，一
般に三角形の底辺が裾に怒り，叉袖も2図のように垂袖 (hangingsleeve)や袖口布 (tippet)
のつく場合得には，袖口で広く三角形に怒っていて，整然とした安定感のもたらす宗教的壮厳さを
あらわしている。
(3) Gothicの終りに出現して非常に奇異君主感じを抱かせられるのは，作品第8図に示めされた
頭飾りの henninの流行である。 henninと共K着用する highwaist gown は長い裾や高い
beltの位置で身長を高くみせる。との様にま高〈見せる事l乞努力を払ったのは，当時の Gothic
形式の寺院の天井が素晴らしく高い事に照応すると考えられ，高い垂直線構成の建築物の室内の構
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造によく郡和させる為!'L.頭飾りも高く し衣服も長く見せるという考慮が君主されたのであると考え
られる。アミアン本寺内陣の図においても，天井が非常に高〈第8図の henninの出現も理解出
来る。
(4) しかし第1.2. 3. 4. 5図の樟に初期にはか怒
り寛澗でるった女性の衣服も.Gothicの中頃からは
次第に tight君主形式とたり第6.7. 8図の織に特に身
体上部や腕に於てきっちりと身体に合せるのが好まれ
る様になうて来たのである。
中1ftも終りに近づくと，次第に現笑的1L眼を持つ織
にたり，人体のありのままを示めして女性の身体を美
しく表現しようとして bliaudから cotへ，更に変化
して tightた cottardieへと発展し.sideless gown 
や surcot々が着用される様に友って次第に人間味
豊かた衣服が生れて来る。
(5) Gothicも後期となると封建社会も次第に崩れ
はじめ，市民生活も盈;かたものにと移行して行く傾向
が見られる為に 衣服も徐-'<!'L装飾に意を用いる機に
第g図 アミアン本寺内館の図
1Lづた。第6.7. 8図で示めした様に宝石や美しい模
様や立派1:i:布地が用いられ，華やか私衣服が出現して
来る。その結果・として裁断及縫製の技術も，身体によく適令する犠i乞，豪華君主零囲気を出す様に用
布の使い方や dartの入れ方.goreを入れ circularskirtを作り，叉 tightbodiceの合せ方
喜容に一段の進歩が見られ， との Gothic時代に現代の cuttingの器礎的君主ものは略k 完成し?とξ
考えられる。
以上要するに Gothicの女性の服装は(1)(2) (3)にに挙げた様Kキリス ト教の強力た支配下にあっ
て身体を包みかくし，形の上でも安定感のある端正君主，種皮さをるらわす衣服で，殊に垂直棋構成
を好んだ宗教的理念により高く後え?と Gothic建築に，よく match した細長く鋭い輪廓の
costumeが出現し?と引を中世の特色と云う事が出来る。
と同時に(4)(5)に挙げた様!'L Gothic も後期に近づくに従って.次第に自然に眼を向け始め，徐
々に現笑的た傾向が生れて来る為，衣服も肉体をうかぴよらせるものへと変り. tight bodice等
が益A 盛んになって，次第K人間性の感じられるものとId.札次の Renaissanceへの序曲とし
て，女性美を豊かに表現したものと危うた。
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Surnma.ry 
Tbe women in the period of Gothic， being affected by Christianity. had 
the tendency of concealing their bodies in cJothing， and their style oi dress 
was stable and serious. And tbe appearance oi tall and pointed costumeπlat-
ching the Gotbic architecture kissing the heaven distinctly shows one of the 
cbaracteristics of women' s dress in the med ieval period. 
As the period approached its end， people began to turn their attention to 
nature， and tbe loose clotbing in the beginr.ir:g graduaJly changed into tbe 
tight clothing to show solid body. Thus， a sign oi Renaissance is seen in the 
clothing expressing womanly beauty. 
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